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	ファンコニ貧血相補群（FANC）には現在、FANCA、FANCB、FANCC、FANCD1（別名BRCA2）、FANCD2、FANCE、FANCF、FANCG、FANCI、FANCJ（別名BRIP1）、FANCL、FANCM、FANCN（別名PALB2）が含まれます。以前定義されたグループFANCHはFANCAと同じです。ファンコニ貧血は、細胞遺伝学的不安定性、DNA架橋剤に対する過敏症、染色体切断の増加、DNA修復障害を特徴とする遺伝的に異質な劣性疾患です。ファンコニ貧血相補群のメンバーは配列の類似性を共有していませんが、共通の核タンパク質複合体を形成することで関連しています。この遺伝子は相補群Iのタンパク質をコードしています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	FANCI ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。

